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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年8月28日(2014.8.28)

【公表番号】特表2011-505440(P2011-505440A)
【公表日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2010-534385(P2010-534385)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/59     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/59    ＣＰＲ　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｅ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年7月7日(2014.7.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）２ＳｉＯ４の群から選択される少なくとも１種の発光化合物およ
び他のケイ酸塩を、単独またはその混合物として、１種または２種以上の例えば、Ｃｅ、
Ｅｕ、Ｍｎおよび／またはＭｇなどの活性剤イオンおよび／またはＺｎとともに含む発光
粒子をベースとする、表面修飾された蛍光体粒子であって、 
少なくとも１種の金属、遷移金属または半金属の酸化物層および有機物コーティングが前
記発光粒子に適用されていることを特徴とする、前記蛍光体粒子。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項９】
　Ｓｉ、Ａｌ、Ｚｒ、Ｚｎ、Ｔｉまたはそれらの組み合わせの酸化物／水酸化物のナノ粒
子および／または層が、金属、遷移金属または半金属の酸化物として組み込まれているこ
とを特徴とする、請求項７または８に記載の製造方法。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１３】
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　蛍光体粒子が、少なくとも１種の次の蛍光体物質： 
（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）２ＳｉＯ４：Ｅｕおよび他のケイ酸塩を、単独またはその混合物と
して、１種または２種以上の例えば、Ｃｅ、Ｅｕ、Ｍｎおよび／またはＭｇなどの活性剤
イオン、Ｚｎとともに
含むことを特徴とする、請求項７～１２のいずれか一項に記載の製造方法。 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　したがって、本発明は、（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）２ＳｉＯ４の群から選択される少なくと
も１種の発光化合物および他のケイ酸塩を、単独またはその混合物として、１種または２
種以上の例えば、Ｃｅ、Ｅｕ、Ｍｎおよび／またはＭｇなどの活性剤イオン（activator 
ion）および／またはＺｎとともに含む発光粒子をベースにした表面修飾された蛍光体粒
子であって、少なくとも１種の金属、遷移金属または半金属の酸化物層および有機物コー
ティングが発光粒子に適用されているものに関する。 
　発光粒子は、好ましくは、 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　金属、遷移金属または半金属の酸化物は、好ましくは、Ｓｉ、Ａｌ、Ｚｒ、Ｚｎ、Ｔｉ
および／またはそれらの混合物の酸化物／水酸化物のナノ粒子および／または層を含む。
酸化／水酸化ケイ素コーティングは、特に多数の反応性ヒドロキシル基を有し、さらなる
有機物コーティングの追加を単純化するため、特に好ましい。 
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